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通商産業省主導プロジェクトである、次世代情報化社会での情報流通の公共的基盤として機能する電子  

図書館システムの実現をめざして、その標準的アーキテクチャや先進的な個別技術の研究開発を行う「次  

世代電子図書館システム研究開発事業」についての概要紹介  
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CommissionedbytheMinistryofInternationalTradeandInd一ユStry（MITI）andInfbrmationProcessing  

PromotionAssociation（IPA），JapanInfbrmationProcessingDevelopmentCenter（JIPDEC），inaimingto  

realizeadigitallibrarysystemwhichfunctionaspublicinfrastruCturefbrinformationdistributioninthe  

nextgenerationinfbrmationsociety，ispromotingresearchanddevelopmentonthestandardarchitecture  

andleading－edgeindividualtechnologleSinthe”Next－GenerationDigitalLibrarySystemResearchand  

DevelopmentProject”．  

Inthispresentation，anOutlineoftheprojectanddetailsofthemainresearchanddevelopmentactivities  

currentlybeingcarriedoutwillbereported・  
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1 事業の目的   

分散情報処理技術の研究開発を行い、情報処理インフラストラクチャの確立と発展を図る。（次世代電子図  

書館システムのアーキテクチャと先進的実現技術の実装規約）  

2 全体計画   

（1）電子図書館のキーワード   

・時空を超えた利用   

・多機能情報拠点   

・情報の高度検索、高度利用、情報発信   

・ネットワーク上の巨大な仮想図書館  

（2）電子図書館のイメージ  

（3）電子図書館関与者   

・一般利用者   

・有識者   

・コンテンツ提供者   

・図書館業務運営者   

・システム構築者  

3 事業の経緯   

（1）アーキテクチャモデル   

表示層、機能層、データ層からなる3層構造モデル  

（2）開発テーマ公募  

［1］アーキテクチャの実装規約の開発  

［2］個別技術の実装規約の開発   

・ヒューマンインタフェース技術   

・電子読書支援技術   

・情報発信技術   

・マルチメディア入力・変換・登録・編集技術   

・検索技術   

・管理・運用・認証技術   

・データ管理技術  

［3］統合技術の開発  

（3）参加企業（9社）   

株式会社日立製作所  富士通株式会社  日本電気株式会社   

日本アイ・ピー・エム株式会社  株式会社束芝  三菱電機株式会社   

沖電気工業株式会社  日本ユニシス株式会社  株式会社リコー  

（4）研究開発テーマ  

（A）アーキテクチャの実装規約の開発   

［1コ メッセージング基盤技術の開発   

［2］エージェント基盤技術の開発   

［3コ データベース基盤技術の開発  
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［現 －㌣プリケーションシステムアーキチタチャ郡開発  

（郎 個別技術の実装規約の開発   

［1コ 大恩文献の自動電子化・轟輿  

コンテンツ人力技術  

文番認識技術  

SG光L自動変換技術  

検索情報抽出技術   

［2］高度・高速な情報検索、情報利用  

フルテキストサーチ技術  

情報ワイプレタリンダ技術  

マルチメディア検索技術  

用途別統合検索技術  

知的概念検索技腐  

高速並列検索技術   

［3］エージェントの多様な応周  

知的情報検索エ】ジェント技術  

情報発信型エージェント技術   

［4コ 高度な情報表示  

3次元情報可視化技術  

情報検索ピュア技術   

［5］著作権の管理・運用  

知的財産権運用管理技術  

（C）統合技術の開発  

も5う 開発案施期間  

前期（平成8年度、平成9年憂二き  

アーキテクチャ美装規約の開発及び個別技術実装規約の開発に重点を  

置く二  

試行的プロトタイプシステムの構築を試みる√＝  

後期における個別凝儀等の研究開発内容について見直Lを束施する。  

後期仁乳窺∽年安平成11年度き  

前期で開発された実装規約を統合してプロトタイプシステムを構築し、  

開発した自訴す規約の実証に重点を置く。  

く6ラ 開発実施体制   

［1コ 事務局をJ‡PDEC内に置く。   

［2コ研究開発内容の横断的検討、参加企業間の逮捕・協鳶郡確保及び全体的  

整合性確保の観点から各種委員会・WGを設置する〈。  

・次世代電子図番館システム研究開発事業推進委戯会竜こ‡PÅ設置．〉  

・技術委員会り‡PDEC’き  

・アーキテクチ十WG  

・プロトタすずシステム検討WG  

・エージェントサブWG、九万サブWG  

・ユーザ委厩舎ミJ‡P‡〕EC√）  

・ユーザⅥ’G  

詳しくほW弘：WWV．弧iも．j五pdec．or．jpをご覧ください。  

・一一うどーー   
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